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論 文 内 容 の 要 旨
本論文は高分子物質の異方性と分子配向との関連性を理論ならびに実験的に検討したもので, 緒言およ
び総括を含め全 7 章より成っている｡
第 1 章は緒言であり, 本研究の意義および従来の研究成果との関連性を概括したものである｡ すなわ




の製造に際し, 最も重要な生産管理条件の一つとして注目され, また これらに関連した基礎的研究も多
い｡
第2章は本論文の統一的記述の基礎となる各種構造要素の試料空間における配向分布に関する数学的体
系を述べたものであるO すなわち, 構造要素およびその中に固定された任意軸 (-ri) の配向を, 試料 空
間に固定された直交座標系に対する Euler角に関する分布関数 W (0,¢ , ワ) および qj(Oj, ¢j)に よ








を示している｡ この結果は, 高分子物質の構造要素, 例えば微結晶の配向分布関数 qj(βj, ¢j) がX線回
-442-
析実験によって決定され, さらに W (0, ¢ ,ワ) の決定が可能なことを示すのみならず, 他の構造要素,
例えば非晶鎖セグメントの配向が種々の光学測定量を通じ単に配向分布の2 次あるいは4 次モーメントと
してのみ求められることに関連して, 逆にその配向分布を近似的に推定するのに重要な意味をもつことを
示している｡ すなわち, 展開係数の有限項のみを知って, 逆に分布関数を推定する場合の誤差を定量的に
論じ, さらに2次および4次配向係数による配向の図式表示について考察している｡
第 3 章は第 2 章で得られた配向分布に関する数学的体系の一応用例として, 球晶組織を有する姑品性高
分子物質の変形機構を論じたものである｡ すなわち, 球晶を形成する構造要素として結晶ラメラおよびそ
の構成単位として微結晶をとり, さらに微,% 晶の任意結晶面の逆格子ベクトル J j を考慮し, これらの配
向分布関数の相互の定量的関係をそれぞれ球面調和関数- の級数展開によって与えている｡ 球晶の変形機
構として - 軸伸長にともなうラメラの配向挙動を afine変形によって与え, ラメラの配向にともなうラ




















(微結晶および非晶鎖セグメント) に進展させたものである｡ 結果として, セロファンの吸湿にともなう
















こと, また配向分布関数を球面調和関数に級数展開し, 展開各項の係数問の関係を考慮することが, 配向
状態の定量的取扱い, さらにはこの種の研究の統一化にいちじるしく役立つことなどを述べている｡





構造単位およびその中に固定された任意軸 (J j) の配向を試料空間に 固定された直交座標系に対する
Euler角に関する分布関数で定義し, これらをさらにそれぞれ3指数および2指数の球面調和関数の無限










的研究は比較的少なく, また実験結果との対比は多く微結晶主軸 J jの配向分布の2次モーメントあるい
は 2 次配向係数を通じて行なわれてきた｡ 著者は上に述べた配向分布関数の数学的体系を利用して, モデ
ルの適否を -rJ軸の配向分布関数そのものの比較によって行ない, 例えばポリエチレン球晶の- 軸伸長に





る試みは, 例えばすでに古く Hermans(1939)によって再生セルロース繊維に対し行なわれている｡ し
かしながらこの取扱いは円筒対称性の膨潤異方性をもつ無限長要素の- 軸円筒対称分布を示す単 1成分系
に関するものであり, 著者はこれを直交異方性の有限長要素が直交二軸対称分布を示す2成分系 (微結晶
および非晶鎖セグメント) にまで拡張している｡ 得られた結果を再生セルロース皮膜 (セロファン) の吸
湿膨潤に通用し, 一般にセロファンの膨潤が厚さ方向に顕著であり, 皮膜面内の寸法安定性が比較的良好




限小歪みの 異方性弾性論の立場で 記述しようとする試みは, 金属材料のみならず 高分子材料についても
Voigt-Reuss(1910)以来多くの研究がある｡ しかしながら従来の研究はいずれも単一成分系に限られて
いる｡ 著者はこれを微結晶および非晶鎖セグメントより成る2成分系で近似される結晶性高分子系へ拡張
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